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研究成果の概要（和文）：本研究は、写本における平仮名の字母を分析することを通して、諸本の関係性を考察
することを試みたものである。本研究で明らかとなったことは、（１）『紫式部日記』の黒川本は優れた本とさ
れているが、肥前松平文庫本や扶桑拾葉集所収版本と比較していくと、その特異性が浮かびあがってきたこと。
（２）三条西家本『源氏物語』篝火巻は、日本大学本を祖として、宮内庁書陵部後陽成院宸翰本や京都大学図書
館中院文庫本が派生したらしいこと。（３）『大江千里集』の伝寂蓮本を祖として、小城鍋島文庫本の二本が派
生したらしいこと。以上の三点が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：It was analyzed the alphabet of manuscripts.According to this study,The 
relation of various books became clear.MURASAKISHIKIBUNITUKI'KUROKAWABON is unique.GENJIMONOGATARI'
SANJIYOUNISHIKEbook has many　lines.OESENRISHIYU'DENJIYAKURENbook gave birth to two 
OGINABESHIMAbook.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 古典文学作品の写本を分類する方法は、本
文の違いを比較し、その結果をもとにグルー
ピングする手法がある。このほかに、写本の
表記に注目する方法もある。写本の漢字と平
仮名の含有率を割り出す方法である。この手
法は、さらに平仮名の字母の用いられ方に着
目する方法が、最近、注目を集めている。 
 本研究では、以上の研究動向をふまえた上
で、写本の平仮名の字母分析をおこない、写
本同士の関係性をより具体的に分析してい
くことを目指した。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、写本の平仮名の字母分析により、
写本同士の関係性を、より具体的に分析する
ことが目的である。 
 研究対象とするのは、（１）『紫式部日記』
の写本・版本、（２）三条西家本系統『源氏
物語』篝火巻、（３）『大江千里集』伝寂蓮本
と佐賀大学附属図書館小城鍋島文庫蔵の二
本、である。 
 なお、申請時には、（１）（２）を軸とした
研究の目的であったが、申請後、佐賀大学附
属図書館小城鍋島文庫の調査をする機会を
得た。そこで『大江千里集』の二本を閲覧す
る機会に恵まれた。予備調査から二本の字母
が極めて近接することから、小城鍋島文庫蔵
本の二本の『大江千里集』の字母分析を目的
に加えた。 
 
３．研究の方法 
（１）『紫式部日記』の黒川本、肥前松平本、
扶桑拾葉集所収の版本、以上三本の翻刻、お
よび字母を並列する。そして、翻刻の異同と
字母の異同を確認する。 
（２）三条西家本系統『源氏物語』篝火巻の、
日本大学本、蓬左文庫本、早稲田大学本、京
都大学図書館中院文庫本、宮内庁書陵部本、
宮内庁書陵部後陽成院宸翰本の六本を翻刻、
および字母を並列、翻刻の異同と字母の異同
を確認する。 
（３）『大江千里集』伝寂蓮本と佐賀大学附
属小城鍋島文庫本の二本の、和歌部分の翻刻
と字母採集をおこない、それぞれを並列し、
翻刻の異同と字母の異同を確認する。 
 以上のように、翻刻レベルでの異同と字母
レベルでの異同を区別したうえで、それぞれ
のレベルでの異同を確認した。また、用いら
れた字母を一覧表にした。 
 
４．研究成果 
（１）『紫式部日記』の黒川本、肥前松平本、
扶桑拾葉集所収版本の三本の翻刻と字母を
並列した、『紫式部日記本文資料集』を刊行
した。池田亀鑑「校異紫式部日記」の区分を
用い、頁数を付すなど、追試しやすい工夫を
した。 
 この調査により、『紫式部日記』の黒川本
の特異性が明らかとなった。黒川本と肥前松

平本は、その近似性に注目され、あるいは兄
弟本（共通する親本をもとに写された写本）
か、あるいはどちらかが親本となり、それを
写したのではないか、などと考えられてきた。
しかし、字母レベルでは、共通性が多いとこ
ろもあるものの、その違いも明らかとなり、
単純にとらえることができないことがわか
った。 
 また、黒川本の仮名遣いが、肥前松平文庫
本の仮名遣いと一致しない。肥前松平文庫本
の仮名遣いは、版本の仮名遣いと一致し、黒
川本の仮名遣いは特異なのである。これは、
黒川本や肥前松平文庫本の親本を考えるさ
いに、重要なポイントとなる。黒川本は親本
の仮名遣いを変えて書写しているか、あるい
は黒川本の親本に既に仮名遣いが変えられ
ているか、どちらかの可能性が高い。仮名遣
いの変換はかなり徹底されていることから、
黒川本かその親本は、おそらくそれなりに知
識のある人物によって書写されたことが推
測できる。逆に言えば、黒川本はかなり手が
加えられた本なのではないかと考えられる。 
 黒川本は書写者が一名ではなく、二名であ
ることが、先行研究に既に指摘がある（平林
文雄「書陵部蔵黒川本『紫日記』（紫式部日
記）翻刻解題（上）」「群女国文」第 13 号 1985
年 10 月）。下巻 19 丁表 6 行目 4 字から、別
人の手により最後まで書かれている。おそら
くこの仮名遣いの変換は親本から黒川本が
書写されるさいにおこったのではなく、既に
黒川本の親本においてなされており、黒川本
はそれを忠実に写している可能性もある。す
なわち、肥前松平文庫本の親本と黒川本の親
本は異なっていることが考えられる。黒川本
と肥前松平文庫本は親子関係か兄弟関係と
考えられてきたが、そのような単純なもので
はなく、より複雑な関係にあると考えるべき
である。 
 今後は、黒川本と肥前松平文庫本をより具
体的に解析し、その関係性の究明につとめて
いきたい。同時に、他の写本や版本との本文
異同および字母レベルでの異同を確認する
必要がある。 
（２）三条西家本系統『源氏物語』篝火巻の
分析では、日本大学本と宮内庁書陵部後陽成
院宸翰本の近似性が明らかとなった。宸翰本
は、日本大学本を字母のレベルまで忠実に書
写している。字母レベルまでの忠実な書写で
はないものの、日大本を写しているものはほ
かに京都大学図書館中院文庫本があり、日本
大学本を祖として、宸翰本、中院文庫本の日
本が系統関係にあることが明らかとなった。
ほか蓬左文庫本、宮内庁書陵部本は、日本大
学本の校合に用いられた可能性があり、日本
大学本の異文注記と一致することもみられ
た。早稲田大学本は日本大学本と異同が著し
く、関係性は遠いように思われる。 
 今後は、宸翰本や中院文庫本がどの時期に
誰によって書写されたのかの探究と、蓬左文
庫本と宮内庁書陵部本の位置付けの究明が



求められる。 
 三条西家本は日本大学本が家本として尊
重されてきたことは疑いがなかろうが、ただ
三条西家の歴史をみると、三条西家は何セッ
トも『源氏物語』を書写していたようである
（中城さと子「三条西家の家本『源氏物語』
について」「名古屋平安文学研究会会報 第
34 号 2011 年 3月）。とすると、蓬左文庫本
や宮内庁書陵部本の親本はいったいどのよ
うな出自のものか、究明する必要がある。 
 また、今回の調査は篝火巻に限定したもの
であるため、全巻でもこのことが該当するの
か、今後検証する必要がある。 
（３）『大江千里集』伝寂蓮本と佐賀大学附
属小城鍋島文庫本の二本は、字母レベルまで
忠実に書写したものである。字母の一覧表を
作成したが、ほぼ用いる字母の数が一致し、
また欠字箇所なども一致していることから、
伝寂蓮本から小城鍋島文庫本が派生したこ
とは疑いがない。 
 伝寂蓮本が親本となり、小城鍋島文庫本は、
その親本をもとに、字母レベルで忠実に書写
したのである。おそらく小城鍋島藩の鍋島直
能が歌学の勉強のために京都の公家から『大
江千里集』伝寂蓮本を借り受け、それを書写
したものと考えられる。ただ、小城鍋島本は
二本あり、伝寂蓮本からそれぞれ二本が派生
したのか、伝寂蓮本を忠実に写した一本を、
さらに写した一本が派生したのか、わからな
い。 
 今後は、小城鍋島文庫本の二本の関係性を
より詳しく検証する必要がある。また、字母
レベルで写すことが、どのような意味を持つ
のかを考えるべきである。三条西家本『源氏
物語』の日本大学本と宸翰本は、字母レベル
で書写がなされているが、それは日本大学本
が三条西家の家本として尊重されており、そ
れを後陽成院も受けて、本文を最大限に尊重
するために書写していることがうかがわれ、
それは親本に対する信仰のようなものがあ
った可能性がある。親本が優れたものである
という尊崇の態度が、書写のさいに字母レベ
ルで写す、という行為につながっていると考
えて良いと思われる。 
 また、歌学とは「すぐれた和歌を作る事」
はもちろんではあるが、それにとどまらず、
ひらがなをどのような字母を用いて使うか、
ということも含めての営為であった可能性
もある。 
 いずれにせよ、翻刻による本文異同のみな
らず、字母レベルでの異同を確認することは、
今後の本文研究においてより求められるこ
とであろうと考えられる。 
 以上の研究成果については、論文化がまっ
たくすすんでいない。『紫式部日記』の黒川
本と松平文庫本の関係性、三条西家本系統
『源氏物語』篝火巻の諸本についての関係性、
『大江千里集』伝寂蓮本と小城鍋島文庫本二
本の関係性、以上の三点については、論文化
を急ぎたい。 
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